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　私の実兄である上月英樹医師（精神科）が執筆した「精神科医がよくつかっている治癒すること
ば」（さくら舎 2020年）にある，斎藤一人（銀座まるかん創設者，著作家）の言葉です．
　運動療法や食事療法を指導するのは簡単ですが，実行・継続するのは大変です．運動療法も
食事療法も，あまり完璧を目指すと苦しくなります．もし，読者にとって実行・継続が簡単だ
としても，患者にも同じように厳しく要求してはいけません．そのときに踏まえておくべき含蓄
のある言葉です．運動不足や過食が病気を引き起こすことは多々ありますが，医療者は「それは
あなた自身のせいだ」などと患者をいじめてはならないのです．良好な医師・患者関係の構築に
はテクニックが必要です．この本では，日々の診療に取り入れ，効果をつかんでいる厳選された
世界の名言を紹介しています．兄の本の宣伝で恐縮ですが，日々の診療で確かに役に立つと私も
実感しています．その一言で患者が楽になり，患者ばかりか医療者も元気が出てきます．さらな
る名医になるためにもご一読いただければ幸いです．
� 上月正博（山形県立保健医療大学／東北大学）

「完璧主義者は，自分もいじめている
けれども，人もいじめているんだよ」
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